
再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

担 当 課 :島原振興局進路第一課
担当課長名 :太田尾 孝則
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長購県
事業名

一般国適 389号 。(国見銑櫨 )
2. 8 0km醒終点

至 県

事業概要  | 一般国道389号「国見拡幅」は、地区内の交通陰路の解消及び雲仙方面へのアクセス強化を目的とした
事業。

都市計画決定 なし H25年度用地着手 H27年度工事着手H25年度事業化
25% 用済延長 0.0 5km全体事業費 25。  3億

計画交通量 3,017台 /日 (R12)
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60

1

1l残事宗) [

走行時間短縮便益:30.0/30,0億 円
走行費用減少便益: 1,1/1t i億 円

令和元年

0 0

19.726.6億円 31.1/31.1億 円
事 業 費:16,9/24.十億円
維持管理費:2,5/2,5億円

±10%)
±10%)
間±1年 )

【残事業】B/C=1.44～ 1.75(交通量 ±10%)
B/C=1,45～ 1.81(事業費 ±10%)
B/C=1.54～ 1.66(事業期間±1年 )

ついて

09～ 1.27(事業費
12～ 1.22(事業期

:B/C=1,05～ 1.28(交通量
事業費変動 :B/併 1

及び自転車の安全性確保)・交通安全性の向上 (歩道整備 よる歩行者

関係する地方公共団体等の意見
「雲仙市」より整備促進の要望が行われている。

t

事業再評価監視委員会の意見               I

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化零      |

事業の進捗状況、残手葉の内容零

進捗しており、今年度も用地取得を継続
行い、令和 7年度の事業完成を目指す。

14%と25%で 、30

ヽ

及び、移転先の選定に日数を要しているが関係機関との調整を行い、令和 7年度の完成を目指す。
地取得において、太陽光発電工に日ツ

村応方針 :事業継続

合事業継続が竪当と判断される。
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総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の 。



令和元年度 第 1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業
N

41■ t

道路改築事業
道建-5 -般 国道389号

(国見拡幅)

事業主体 長崎県
′ 至 雲仙

再評価
の理由

事業採択後6～ 9年経過

1

国 見 拡 幅

L=23km W=60(975)m

位 置 図
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1.審議経過

1.19
【工事概要】
延長2.8km
幅員6.0(9.75)m

H25 H31 18,0

1,17

【当初評イ面からの変更概要】
工事内容見直し及び補償内容の見

直しによる工期延長

補償内容の見直し及び工事内容の

見直しによる事業資増額

事業採択後

6～9年目
H25 Rフ 25.3

2



2.目 白勺日事業概要 aこれまでの経緯

◆目的

一般国道389号「国見拡幅」は、地区
内の交通除路の解消及び雲仙方面ヘ

のアクセス強化を目的としている。

◆事業概要

計画延長等 L=2.80km

幅   員 W=6.0(9.75)m

計画交通量(R12) 3,053台

▼事業経過

平成25年度 事業化

平成27年度 用地買収着手

平成27年度 工事着手

平成28年度 50m供用開始

一般県道389号 (囲見紘幅)全体計回 延長 =2.300ぃ 幅員=60(975)m

至 雲仙

/

標 準 断 面 図

事業進捗率 2596(工事費ペース)
用地進捗率 1496(面積ベース)
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目見拡幅
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3,事業の効果・必要性

口見拡相 延長2,8km事業主体:長崎県
雲
仙
市
国
見
町
多
比
良
戊

藝
奮

良
甲

国見
高校

事業化区間 延長2.3km

裁

写真①

<歩行者の安全確保>

通学路点検の要対策箇所に選定されているが、歩
道が整備されておらず、歩行者の安全が確保され
ていない状況。

<観光地へのアクセス強化>
交通陥路の解消により走行性を改善し、県内有数
の観光地である雲仙へのアクセス強化が期待され
る。

今年度供用予定
事業中
供用済
計画中
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写真① Jヽ学生通学状況
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

見
様
口
声

事業区間 延長2.8km

事業費:18億円(前回)→25.3億円(今回)

5

①
当初、一部切取り1こよる改造補償を想
定していたが、家屋調査の結果、構造
上、一部切取りが困難であつたため、格
内再築による補償に変更となつた17千
万円増)

②
事業区域内にソーラー発電施
設が新設されたため、その補
償が新たに発生した(6千万円
増)

事業費増の内容 増額 主な増頼理由

①補償費の増 1.3億 円
1.‡量祠査の結果、一部改造による補償を予定していたが、再集による補償となつた
2.事業区壊内にツーラー発電が新設され、その補償が必要となった

②ポックスエ事の追加 4.0億円 現地辞細旧査の結果、既骰ボックスの若朽化が著しいため、新設することとなつた

③その他 2.0仁円 労務費や資材等の単価上昇

計 7.3仁円

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業区間 延長2.8km

見
歓
田
古

標準断面図

9750
44

|

写真① ボックス内部状況 写真② ボックス内部状況

現地詳細調査の結果、既設ボックスの老朽化が著しいため、新設する
こととなった

6

写真①②

,比農
小学校

既設ボックス 新設ボックス

2 500 3 000 3 000
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4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】Rl(前回)→ R7(今回)
ロボックスエ事の追加に伴う事業量の増加

・太陽光発電の補償方法の検討及び、移転先の選定に不測の日数を要する。

事業区間 延長2.8km

見
被
田
声

ポックス新設工事
(約4年 )

7

ポックス施工区間 1.9km

多比良
ザ
lヽ 学戦

標準断面図

上国の円内の一部の土地において、
フーラー発電施設が新設されたが、
ソーラー発電施設の補償費算定に
ついて、全国的に事例がなく、補償
方法の検討及び、移転先の選定に
不測の日数を要する。(約 2年 )

5.社会経済情勢等の変化

・島原半島は、「島原半島ジオパーク」に代表される豊かな自然を有しており、島原市・雲
仙市・南島原市を訪れる日帰り観光客は増加傾向である。
・平成30年6月には、「原城跡」が世界遺産に登録され、今後ますますの観光客の増加
が見込まれる。
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日日帰り観光客数

▲島原半島3市における日帰り観光客数

(資料 :長崎県観光統計)
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423万人

▲世界遺産「原城跡」

▲将来の自動車流動量

ノ戸



6,事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成25年度 )

今回評価

(令和元年度 )

残事業 億円/  億円 1.60=31,1億円/19.4億円

全事業 1.19=18.4億円/15。 5億円 1,17=31,1億円/26.6億 円

◆ 費用対効果 (B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
・大型車交通量の増加

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長
〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定(プラス要因)
→貨物車原単位(価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

◆ 生活道路としての沿道環境改善により、地域の安全を確保し、交通の円滑化、さらに
島原半島の観光に寄与する事業である。

◆ 「雲仙市」から整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

対応方針

(原案)

9

7.対応方針 (原案 )

継続

可0
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再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

1旦  当  課 :県央振興局道路第1課
担当課長名 :大浦 勇

の てヽ

長崎県
事業名

一般国道 207号 (東長田拡幅)
1  9 0km己終原 自:堅誘驚韻鈴 猛fず学群 至:堅露鷲鎮幹滅蒔貯

事業概要  | 一般国道 207号 (東長田拡幅)は、小長井町・高来町と県央中心地とを結び、地域間の交流促
進 !物流・医療搬送の機能強化を図る事業。

都市計画決定 なし H29年度用地着手H27年 度事業化
全体事業費 進捗率50. 0億 用済延長7.4% 0 0 km

計画交通量 21, 356台 /日  (R12)
費用対
′メ朝果

″刀`析結果

俄事案)

1. 86

2,04

総費用 il残事業)/1事業全体)

[轟
持春窪
・
:41ラ
イ;忌i〕 走行時間短縮便益:8110湘 110億円走行費用減少使益: 1,7/1,7億 円

令和元年

6/83.6億 円

67～ 204(交通量  ±10%)
70～204(事業費 ±10%)
78～ 1.93(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=1.84～ 2.25(交通量 ±10%)
B/C=1.86～ 2.26(事業費 ±10%)
B/C=1.95～ 2.12(事業期間±1年 )

動
変動

ついて を実施
B/併 1
B/C-1事業費変

事業期間

・物流・医療搬送の機能強化 (交通容量の拡大・搬送時間の短縮)
の ロ

て いよ り

の

進捗しており、今年度も用地取得を継続し
、ヽ早期工事着手、令和 7年度の事業完成を目指す。

8%7 40/o～

を図り、令和 7年度の事業完成を目指す

側道の追加に伴い用地並びに地盤改スア

変更。
1事業継続

決定の理由    |
必要性を考慮した場合、事業継続が妥当と判断される。
図
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総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と しないことがある。



令和元年度 第 1

長崎県公共事業評価監視委員会

ロ

再評価対象事業

道路改築事業
道建-6 -般 国道207号

(東長田拡幅 )

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後5年経過

ユ負I幻 撤嶺
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1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業質

(億円)
B/C 備考

着五 完了

当初

(H26新規岳E阿画)
H27 H34 31,0 3.26

【工事概要】
延長1.9km
中邑員140(2325)m

第 1回審議

(Rl年度)

事業採択後
5年経過

H27 Rフ 50,0 1.86

【当初評価からの変更概要】
ルート・工法選定に時間を要した

ことによる工期延長
軟弱地盤対策による事業費増額

2



2.目 白勺B事業概要 Bこれまでの経緯

◆目的

一般回道207号「東長田拡幅」は、小
長井町日高来町と県央中心地とを結び、
地域間の交流促進日物流 B医療搬送の

機能強化を目的としている。

▼

標準断面図(一般部)

講 ―

標準断面図(交差点部)

起
点

謙
早
市
正
久
寺
町

終
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諫
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市
猿
鶴
町
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ヽ

至 諫早市街

、,さ
骨妻

〆
‐

,ガ
ガ

3
事果進捗率 7.496(事素費べ…ス)
用地進捗率 8,も (面積ベース)

東長口拡幅  全 体 計 画  延 長=1,900m幅 負=140(2323)m

計画延長等 L=1,90km

幅   員 W=生4.0(23,25)m

計画交通量(R12) 21,356モ卦

匠]現道
■1整備中
■■整備済

平成27年度 事業化・地元PI実施

平成28年度 地元PI実施・計画説明会

平成29年度 用地買収着手

3.事業の効果・必要性

<地域間の交流促進>
i一般園適207号「東長田拡幅」は、地域間の移動時間短縮や定時性の確保を目的としている。

・本整備により県央中心地と小長井、高来地区の連携が強化され、交流人口の拡大や地域間交
流促進などの事業効果が期待される。

主長蓋工こ苫

混雑写真O

混雑写真②

」 R

混雑写真①

混雄写真②

<物流、医療搬送の機能強化 >
・一般回道207号は小長井、高来地区と県央中心
地とを結ぶ幹線道路であるが、車線数が不足して

おり、朝夕の通勤時間帯に混雑が発生している状
況。

，

強

協

衝

ュ

ェ 東長劇拡輛

ノ′′

4
本明川



4.事業の進捗状況(事業費の見直し)

【事業費増】
31.0億円(前回)
⇒50.0億円(今回)

諫早市街

毬こl

②側道の追加の決定

①地盤改良範囲の確定

→

至 高来

イ・マ.,亨

↑

至

5

o当初:地盤改良か必要と

●変更:一部買H配家屋におし

①

てヽ|,地撃改良ナυ必要

■計画 側道なし

こ 8

~部
=・▼〒
~~~ Be

k、 __“ノ

′
い｀ ヽ 日計画 側道あり

事業費増の内容 増額 主な増額理由

●地盤改良範囲の確定

に伴う増
約90億 円 道路詳細設計に伴い、地盤改良を行う範囲が広がることによる増

の計画変更に伴う増 約60億 円 周辺道路から国道
へのアクセスを安全に行うため、出入りを交差点に

集約するための側道設置に伴う事業資の増

0その他 約40億 円 労務費や資機材等の単価上昇

計 約190億 円

4.事業の進捗状況(事業期間の見直し)

口【完了工期】R4(前 )→R7(変更 )
B地元とルート選定や工法選定の調整に時間を要し、平成29年度からの用地買収着手
となつた。
日地元との協議により、側道を設置することとなつたため、時間を要する。

イ

・ Trr、

→
至 高来

←
至諫早市衝

6

東 長 田 拡 幅  全 体 計 画 延 長=1,900m幅 員=14.0(23.25)m



5.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用
〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少
〔プラス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改訂
→貨物車原単位 (価格)の増加

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

◆ Jヽ長井日高来地区と県央中心地を結ぶ幹線道路であり、本事業を行うことにより、時
間短縮や定時性の確保を行い、地域間の交流促進、物流、医療搬送の機能強化を
図る事業である。

◆「諫早市」から整備促進を要望されている。

^◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

7

8

項 目
前回評価

(平成27年度 )

今回評価

(令和元年度 )

残事業 3.26=78.9億円/24.2億円 2.04=83.6億円/40.9億円

全事業 3:26〒 78.9億円/24.2億円 1.86=83.6億円/45,0億円

6.対応方針 (原案 )

対応方針
(原案) 継続



再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

担 当 課 :対馬振興局道路課
担当 田崎 智

ヽ※

長崎県
事業名

主要地方道厳原豆殴美津島線 (尾浦～安神工区 )

1.9 0km醒終原 ぽ瞭苛泡捕 至 照剣橋希
事業概要  |
産業支援を図

主要地方道厳原豆殴美津島線 (尾浦～安神工区)は、円滑で安全な交通の確保及び観光零の
ることを目的とした事業。

H27年度工事着手H27年度事業化 都市計画決定 なし H27年度用地着手
捗率38.0 290ノ6 済延長 O km全体事業費

計画交通量 2, 369台/日  (R12)

[

6/37.4億円
125,4/37.2億円
10.2/0.2億円

走行時間短縮便益:36.7/36,7億 円
走行費用減少便益: 2・ 7/2.7億円

令和元年

5/39.5億円
事 業 費
維持管理費

費用対効果
分析結果

B/CI
I事素全体)

と
禾
菫
〒
俄

1 06

1.54

±10%)
±10%)
±1年 )

【残事業】B/併 1.39～ 1.69(交通量 ±1
8/C=1,40～ 1.71(事業費 ±1

ついて感度分析を実施
B/C=0.95～ 1,16(交通量

事業期間変動 :B/併 1.01～ 110(事 48～ 1.61(事業期間±1年
事業費変動 :B/C対。99～ 113(事業費

・防災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路としての機能強化)

て い

い 、 て い る。

0%と完了しており、令和 6年度の29%
を目指す。

30

で い

により事業費が増力日しているが、令和 6
の事業完成を目指し、今後も引き続き事業の進捗を図つていく。

の い こ

施設の構造や工法の変更等                |

I事業継続対応方針

合、事業継続が妥当と判断される。

県峙激
″:til

5000

5110 500

(整備後)

嬢速

結徹絲

離
要了絨数をi・与‐
弐

陳準断面図I  (現 況 )

ヽ

久l::小学強

l焚窮窮Jユ

●

I:,7,■i

長lj薄

iヨ

※ 総費用と総便益の値は、 関係で内訳の合計と一致しないことがある。

の 。



令和元年度 第1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業
ギfff, ●

道路改築事業
道建-7 主要地方道厳原豆西受美津島線

(尾浦～安神工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後5年経過

‐. ・■■置辞諧競)m久菌

久田小学校

N

・
　

一 比
報
、

奉
1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
正期 事業資

(億円)
B/C 備考

着工 完了

当初

(H26新規)
H27 H33 20,0 1.10

【工事概要】
延長1,9km
幅員5.5(7.0)m

第 1回審議

(Rl年度)

事業採択後
5年経過

H2フ R6 38,0 1.06

【当初評価からの変更概要】

地盤改良の追加等に伴う事業量の増加によ

る工期延長
法面工の工法変更や補強土壁工の地盤改良

追加に伴う事業費増額

2



2.目 白勺・事業概要日これまでの経緯

◆目的

主要地方道厳原豆殴美津島線「尾浦
～安神工区」は、円滑で安全な交通の
確保及び観光等の産業支援を図ること
を目的としている。

◆事業概要

計画延長等 L=1,90km

幅   員 W〓 5,S(7.0)m

計画交通量(R12) 2,369台 /日

▼事業経過

平成27年度 事業化

平成27年度 用地買収着手

平成27年度 工事着手

平成29年度 用地買収完了

改良前 標準断面図
5000

も00 4000 500

尾 請 ～ 安 神 工 区  全 体 計 田  延 長 =1,000m幅 員=55(76)m

事業進捗率 20%(事業資ベース)
用地進捗率 10096(面積ベース)

起
点

対
馬
市
厳
原
町
尾
浦

終
点

対
馬
市
厳
原
町
安
神

ｆ

7000

3

「
|

|

|

幅員狭小部 断面図
4000

3000

,~¬

至 豆殴

中

済

道

備

備

現

整

整

□
一
一

3.事業の効果 B必要性

B幅員狭小及び線形不良により通行に支障をきたしている。

日緊急輸送道路であるが、災害危険箇所がある。

幅員狭小

線形不良

災害危険箇所

O



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】20億円 (前回)⇒38億円 (今回) ①法面工
・工法変更

②補強土壁工

日盛土材の購入

1礁

Iを‐

至 厳原 1

‐ 法面エ

■■ 補強土壁エ

至 豆毅

5 〃 良の追加
ik,,

事業費増の内容

工種 内容

増額 主な増額理由

1 法面エ 工法変更 約 50億円
咆質調査の結果により、モル

タル吹付から吹付法枠に変

更

盛土材の

購入
約 70億円

現地発生土は盛土材に適さ
なかったため、盛土材の購
入費と残土処分費が発生2 補強土壁エ

地盤改良
の追加

約 30億 円
基礎工を設置する地盤につ
しヽて、地盤改良を追加

3 その他 約 30億 円
労務単価および諸経費率の
上昇

計 約180億 円

参考 !吹付法枠参考 :モルタル吹付

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R3(当初)→R6(変更)
・法面工の工法変更や補強土壁工の地盤改良追加に伴う事業量の増加によリエ期を延伸する。

至 豆殿
＼

至 厳原

■■ 法面エ
■E補強土壁エ



5.社会経済情勢等の変化

対馬市では、韓国人観光客数が増加しており、観光バスの交通量の増加が
著しい。尾浦～安神工区は、観光の目的地の一つである「鮎もどし自然公
園」へのルートであるため、大型観光バスの交通量が増加している。

韓国人入国者数推移(年別)x航路1こつしては金曲航路のみ
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6.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用
〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少
〔プラス要因〕
・大型車交通量の増加
〔マイナス要因〕
・事業費の増加
・工期の延長
〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定(プラス要因)
→貨物車原単位(価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

項 目
前回評価(当初)

(平成27年度 )

今回評価

(令和元年度 )

残事業 1.54=39.5億円/25.6億円

全事業 1.10圭 18,8億円/17.0億円 1.06=39.5億円/37.4億円

8



7.対応方針 (原案 )

◆ 主要地方道厳原豆酸美津島線「尾浦～安神工区」は、円滑で安全な交通の確保及
び観光等の産業支援を図ることを目的としている。

◆ 事業進捗率は事業費ヘースで約29%[11億円/38億円](平成30年度末)であり、用地
進捗率は100%となつている。

◆ 尾浦～安神工区の前後は改良済みであり、地元の対馬市からも早期完成が望まれ
ている。

◆ 事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減は見込めず、また、トンネル前後の取
付部の補強土壁工に着手しており、代替案の可能性はない。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果は見込まれる。

9

対応方針

(原案)
継続



再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

担  当  岳果 :県央振興局適路第二課
担当課長名 :酒井 進一

の い て

事票名
都市計画迪路  池田沖田僚 (竹松工区) 長博県

配語原
自 哲十習 至:製勝紫哭鴇帝澪鶴 1. 9 7km

甲票概要  1 都市計画道路 3・ 4・ 19号池田沖田線 (竹松工区)は、口道 444号、都市計画道路久原池田線及び、
市道富の原鬼橋線との広城ネットワークを形成することで、環状道路として田道34号の渋滞を緩和する事業。

H22年度事業化 都市計画決定 あり H24年度用地着手 H28年度工事着手
全体事業費 57. 6億 79% 済延長 0.0 0km

計画交通量 8, 700台 /日  (R12)
費用対効果
分析結果 1,36

12.38峨事業) [

7.1

事 業 費
維持管理費

/64.6億円

|:: :チ :|・ 5書言]

87.9/87.9億 円
走行時間短縮便益:76,0/76

走行費用減少便益: 9,3/ 9,3億 円

基準年 十

令和元年

事業について感度分析を実施
:B/C=1.1～ 2.9(交通量 ±10%) 【残事業】B/C=10.1～ 26.1(交通量 ±10%)

B/C=11.3～ 13.6(事業費 ±10%)
B/C=11.9～ 12.6(事業期間±1年 )

事業費変動 :B/C=13～ 1.4(事業費 ±10%)
事業期間変動 :B/C=1.3～ 1.4(事業期間±1年 )

事業の効果等
・渋滞緩和による地域間の道路ネットワークの向上   十
・交通安全性の向上 (歩道整備による歩行者及び自転車の安全性確保)
'防災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路としての機能強化)

」 て い

事業採択時より再評価異範までの周辺環境変化等      t

要希争子ま督雷柴雲冒召撃望遷漸柔ほ7U粥下肩蓮廷冴軍ほ百石寺るでぁり、今年度も用地取得を継続して行い、
令和3年度の事業完成を目指す。
季葉の進捗が順調でない理由、今後の事菜の見通 し等    |

距設の構通や工法の変更等                |

対応方針 i

事業の 1

沖田線( )

「

L圭 1,9

牒準断面図I

′
tす

プ

ヰ

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の と



令和元年度 第1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業
世
恭＞

街路事業
道建-8 都市計画道路

池田沖田線 (竹松工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後10年経過

ｉ銀

池田沖田線
:L=3i420m

ヽ
ヽ
、

ゝ

f
lⅢ  Ⅲ
‐

凡  例

ー

事業区問

ー

完了済み区問

=1,9'Om

ロエ区
L=1,450市

竹

刊.審議経過

審議経過
再評価の理
由

工期 事業資
(億円)

B/C 概要
着工 完了

当初

(H2と弄斤夕見割聞両)
H22 H28 40.0 2.61

延長 1.97km
幅員6.0(20.9)m

第 1回審議

(Rl年度)

事業採択後
10年経過

H22 R3 57.6 1.36
延長1,97km
幅員6.0(20.0)m

2



2.目 的口事業概要雪これまでの経緯

◆事業の目的

`池
田沖田練(竹松工区)は、口道和・弓・、
都市計日道路久原池田擦及び市道富の原
鬼橘線との広増ネットワークを形成する
ことで、環状逮路として口道34・珂・の渋滞
を親和する事業。

都市計画道路 池田沖田線 L=3.42km

◆事業概要

◆事業経過

3

小路ロエ区 L=1.45km竹松工区 L41.07km

」寂立体交差部
サレ中‐ト

竹松駅

JR大構韓

郡中学校

蔭副現道
■1整備中
■1整備済

事業道惨率 7096(事祟貴A―ス)
用焔造捗率 00勇 (面積ベース)

計画延長等 L=1.97km

幅   員 W=6.0(20.0)m

計画交通量(R12) 8′ 700台

平成22年度 事業化

平成24年度 用地買収着手

平成28年度 工事着手

3.事業の効果コ必要性

拳田韓(
tLF=1

『

′ヽ

1■

o主要渋滞箇所

′  卜、、

4

凡  例

事業区F』

回道34号

その他幹線道路

竹松交

交通量

茎点
14′ 681台′日

空港北口交叢点

交通二12沖8台′ロ

池田2T目交差点
交通置iS,414台 /日

桜馬場交盗点

交通量101189合 /日

与崎交甚点

交通二23コ∞台′ロ

,大村市中心部の幹線道路では交通混雑しており、国道34号の桜
馬場交差点、竹松交差点で渋滞が慢性的に発生。
・池田沖田線を整備することにより交通の分散を図り、安全かつ
円滑な交通の確保を目指す。



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】40.0億円(前回)→ 57.6億円(今回)

〔事業費増の主な内容〕

事熱彙増の内審 増幅 主な増観理由

①埋蔵文化財調査 約11.6億円
当初予算を見込んでいなかったが、埋蔵文化財の予備調査を行つ
た結果、宏範囲で本調査が必要となつたため。

②用地・補償費 約4.2億円 地価・不動産鑑定士による再算定等による増加

その他 約1.8億円 労務単価・資機材等の単価上昇、現地精査による数量変更等

計 約17.6億円

5

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】H28(前回) R3(変更)→

凡  例

埋歳文化財調査箇所

一

H26

坤 H27

ー

H23

…

H29

一

H30

至I奈早市 / '''=

至佐世保市

埋蔵文化財の予備調査を行つた結果、当初見込んでいなかった広範囲で、本調査が必要と
なつたため。
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5,社会経済情勢等の変化

・新幹線西九州ルート

(長崎ルート)開業で

(仮称)新大村駅及び

周辺施設の利用に伴う
交通量の増加が

見込まれる。

・当市は県内全域の
ベッドタウンとして

人口・世帯数が増加
している。

新大村駅(仮称)前周辺整備イメージ

人口の推移

こ

尊

(万 人 )

H17 H27

出典:国勢調査

7

◆ 竹松工区の費用対効果(B/C)

前回評価 (新規 )

(平成21年度 )

今回評価

(令和元年度 )

残事業 12.38=87.9億円/7.1億 円

全事業 2.61=89.9億円/34.5億円 1.36=87.9億円/64.6億円

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕

:走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長

〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定 (マイナス要因)
→普通車原単位 (価格)の減少

◆ B/Cでは計測できない効果
・沿線地域の生活環境改善

8
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6.事業の投資効果



7.対応方針 (原案 )

◆国道444号、都市計画道路久原池田線及び市道富の原鬼橋線との広域ネット
ワークを形成し、環状適路として国適34号の渋滞緩和に寄与する事業である。

◆隣接している小路ロエ区(1.45km)は平成26年度に完成しており、引き続き、竹
松工区(1.97km)を整備することで、より高い効果が期待できる。

◆事業進捗率は事業費ベースで約79%[45.5億円/57.6億円](平成30年度末)
であり、用地進捗率は96%となつている。

◆「大村市」から整備促進を要望されている。

◆事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

9

対応方針

(原案 )
継続


